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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　　＜実施例１０＞上記実施例６～９について、油性汚れに対する洗浄作用を調べた。即
ち、上記水性洗浄料の５％水溶液で、グリセリルトリオレートを０．１重量％含浸させた
ポリエチレン不織布を、攪拌下１０分処理し、良く水洗した。これをヨードで発色させ、
その濃さより残っているグリセリルトリオレートの量を標準残存サンプルと比較し、定量
した。比較例４としては、実施例６のデカグリセリルモノラウレートをポリオキシエチレ
ンノニルフェニルエーテルに置換したものを用いた。結果を表３に示す。これより、本発
明の洗浄料が油性汚れに対しても優れた洗浄効果を発揮すること、デカグリセリンモノ脂
肪酸エステルとしては、デカグリセリンモノラウレートが特に好ましいことが判る。
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